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γ相2CaO・ SiO₂は水和反応性が極めて低いが，炭酸化反応を有する性質がある。同化合物を主成分とする CO₂固
定型混和材（γ混和材）をセメントに置換して用いたモルタルの物性を評価し，炭酸化反応メカニズムについて考
察した。その結果，γ混和材は炭酸化によって強度が発現することを示唆する結果を得た。また，γ混和材を混和
したモルタルは CO₂固定量が増加し，供試体の深層部位ではγ混和材混和率によって CO₂固定量が極大を示し
た。γ混和材を混和したモルタルの炭酸化反応は，水和反応性， CO₂の拡散しやすさ，炭酸化によって生成する炭
酸塩の形態等が影響していると考察した。


